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(57)【要約】
【課題】意匠性の幅を広げつつ、集塵装置の転がりを防
止できる電気掃除機を提供する。
【解決手段】集塵装置27は、分離体86を備える。分離体
86は、第１遠心分離部90に連通して第１遠心分離部90の
上方に円形状に配置され、第１遠心分離部90を通過した
含塵空気中の第１遠心分離部90で分離する塵埃よりも小
さい塵埃を分離する複数の第２遠心分離部93を有する。
分離体86は、第２遠心分離部93の周囲を覆う円筒状のカ
バー部142を有する。分離体86は、カバー部142の周囲に
突設された転がり防止用の突起部145，145を有する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電動送風機を収容した本体ケースと、
　この本体ケースに着脱可能に設けられ、前記電動送風機の動作により吸い込まれた含塵
空気から塵埃を分離して捕集する集塵装置とを具備し、
　前記集塵装置は、
　含塵空気中の塵埃を分離する円筒状の第１遠心分離部と、
　この第１遠心分離部に連通してこの第１遠心分離部の上方に円形状に配置され、この第
１遠心分離部を通過した含塵空気中のこの第１遠心分離部で分離する塵埃よりも小さい塵
埃を分離する複数の第２遠心分離部、これら第２遠心分離部の周囲を覆う円筒状のカバー
部、および、このカバー部の周囲に突設された転がり防止用の突起部を有する分離体とを
備えている
　ことを特徴とした電気掃除機。
【請求項２】
　突起部は、集塵装置を本体ケースに対して装着する際の位置決め手段である
　ことを特徴とした請求項１記載の電気掃除機。
【請求項３】
　突起部は、集塵装置を把持するための把持手段である
　ことを特徴とした請求項１または２記載の電気掃除機。
【請求項４】
　突起部は、集塵装置を本体ケースに装着した状態で外部に露出しない位置に設けられて
いる
　ことを特徴とした請求項１ないし３いずれか一記載の電気掃除機。
【請求項５】
　突起部は、少なくともカーボンを含む材料により形成されている
　ことを特徴とした請求項１ないし４いずれか一記載の電気掃除機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は、第１遠心分離部と、この第１遠心分離部の上方に位置し第１遠心
分離部を通過した含塵空気中のこの第１遠心分離部で分離する塵埃よりも小さい塵埃を分
離する第２遠心分離部とを備えた電気掃除機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、この種の電気掃除機は、電動送風機を収容した本体ケースと、この本体ケースに
対して着脱可能に取り付けられる集塵装置とを備えている。この集塵装置は、いわゆる集
塵カップであり、電動送風機の駆動により吸い込んだ含塵空気から塵埃を分離して捕集す
る。
【０００３】
　このような集塵装置として、近年、含塵空気を内部で旋回させることにより塵埃を遠心
分離(サイクロン分離)する、いわゆるサイクロン分離式のものが知られている。このよう
なサイクロン分離式の集塵装置の場合、遠心分離部の大きさ(旋回径)に応じて分離できる
塵埃の大きさや比重が設定されるため、大きさが異なる遠心分離部を多段に設けて、含塵
空気中の大きさや比重が異なる塵埃を分離できるように構成されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１２－４０４４３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００５】
　上記特許文献１記載の構成では、粗塵を遠心分離して溜める円筒状の第１遠心分離部の
上方の周囲に、細塵を遠心分離する円筒状の第２遠心分離部を複数設け、これら第２遠心
分離部の外周面をそれぞれ外部に露出させている。
【０００６】
　しかしながら、第２遠心分離部の外周面を露出させた意匠の場合、意匠に選択の余地が
少なく、意匠性に幅を持たせることが容易でない。
【０００７】
　そこで、第２遠心分離部の外周面を円筒状のカバーによって覆うことで、意匠性の幅を
広げることが考えられるものの、このような構成とした場合、本体ケースから取り外した
集塵装置を床面などに横置きしたときに、集塵装置が転がってしまうおそれがある。
【０００８】
　本発明が解決しようとする課題は、意匠性の幅を広げつつ、集塵装置の転がりを防止で
きる電気掃除機を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　実施形態の電気掃除機は、電動送風機を収容した本体ケースを有する。また、この電気
掃除機は、本体ケースに着脱可能に設けられ、電動送風機の動作により吸い込まれた含塵
空気から塵埃を分離して捕集する集塵装置を有する。この集塵装置は、含塵空気中の塵埃
を分離する円筒状の第１遠心分離部を備える。また、この集塵装置は、第２遠心分離体を
備える。この第２遠心分離体は、この第１遠心分離部に連通してこの第１遠心分離部の上
方に円形状に配置され、この第１遠心分離部を通過した含塵空気中のこの第１遠心分離部
で分離する塵埃よりも小さい塵埃を分離する複数の第２遠心分離部を有する。また、この
第２遠心分離体は、第２遠心分離部の周囲を覆う円筒状のカバー部を有する。さらに、こ
の第２遠心分離体は、カバー部の周囲に突設された転がり防止用の突起部を有する。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】一実施形態の電気掃除機の集塵装置を後方から示す斜視図である。
【図２】同上集塵装置を示す断面図である。
【図３】同上電気掃除機の掃除機本体を示す中央断面図である。
【図４】同上本体ケースを前方から示す斜視図である。
【図５】同上電気掃除機の斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、一実施形態の構成を図１ないし図５を参照して説明する。
【００１２】
　図５において、11はいわゆるキャニスタ型の電気掃除機を示し、この電気掃除機11は、
吸込風路体(風路形成体)である管部12と、この管部12が着脱可能に接続される掃除機本体
13とを有している。
【００１３】
　管部12は、掃除機本体13に接続される接続管部15と、この接続管部15の先端側に連通す
る可撓性を有するホース体16と、このホース体16の先端側に設けられた手元操作部17と、
この手元操作部17の先端側に着脱可能に接続される延長管18と、この延長管18の先端側な
どに着脱可能に接続される吸込口体としての床ブラシ19とを備えている。
【００１４】
　手元操作部17には、ループ状の把持部21がホース体16側へと突出し、この把持部21の上
部には、操作用の設定ボタン22が複数設けられている。
【００１５】
　また、図１ないし図５に示すように、掃除機本体13は、大径の走行輪23を両側に有し旋
回輪24および接地輪25を下部に有する本体ケース26を備え、この本体ケース26の外部であ
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る上部には、集塵カップである集塵装置27が着脱可能となっている。そして、掃除機本体
13は、走行輪23および旋回輪24あるいは接地輪25によって被掃除面である床面上を少なく
とも前後方向に沿って走行(移動)可能に構成されている。なお、以下、前後方向および左
右方向は、掃除機本体13(本体ケース26)の走行(移動)方向を基準とする。
【００１６】
　本体ケース26は、例えば合成樹脂などにより形成されており、集塵装置27の後方に位置
する本体部31と、この本体部31の前部下側に突設されて集塵装置27の下部を支持する集塵
装置支持部としての突出受部32とを一体的に有している。そして、本体ケース26の内部に
は、これら本体部31と突出受部32とに亘って、側面視でＬ字状に屈曲した本体風路部33が
配置されている。
【００１７】
　本体部31の両側には、走行輪23がそれぞれ回転自在に軸支されている。また、この本体
部31の後部の下側には、掃除機本体13の前側が持ち上がった状態で床面に対して接地する
接地輪25が左右方向の中央部に回転自在に取り付けられている。さらに、この本体部31の
前部の上側には、掃除機本体13(本体ケース26)を把持するためのループ状のハンドル34が
後方に向けて傾斜状に突設されている。また、この本体部31の内部には、電動送風機室35
が下部の一側、例えば右側に区画されているとともに、図示しない電源室が他側、例えば
左側に区画され、電動送風機室35の上方に隣接して、フィルタ室37が区画され、かつ、こ
のフィルタ室37の上方に隣接して、連通風路部38が区画されている。そして、電動送風機
室35の内部には、電動送風機39、および、この電動送風機39の動作を制御する図示しない
制御手段としての制御回路部などが収容されている。また、電源室には、外部電源から電
動送風機39などに給電可能な電源コードを巻回した電源部としての図示しないコードリー
ル装置が回転可能に収容されている。さらに、フィルタ室37には、集塵装置27の下流側と
電動送風機39の吸込側との間に位置するフィルタ部42が着脱可能となっている。
【００１８】
　また、本体部31の前部には、突出受部32の後部に連続して円弧状に湾曲した凹部44が形
成されている。この凹部44の下部には、集塵装置27の上流側に気密に接続される連通開口
部45が形成されており、この凹部44の上部には、連通風路部38と連通し本体ケース26に装
着された集塵装置27の下流側に気密に接続される吸気開口部46が形成されている。そして
、この本体部31の後部には、接地輪25の上方に位置して上下方向および左右方向に沿って
面状(平面状)に延びる外郭面である後面部47が形成されており、この後面部47には、電動
送風機室35と本体ケース26の外部とを連通する複数の排気孔48が形成されているとともに
、これら排気孔48の上方の一側に、フィルタ室37と本体ケース26の外部とを連通する着脱
開口49が形成され、かつ、排気孔48の上方の他側に、電源室と本体ケース26の外部とを連
通し電源コードを出し入れするための図示しないコード導出口が形成されている。
【００１９】
　また、突出受部32の前面には、管部12の接続管部15が接続される本体吸込口52が形成さ
れており、この本体吸込口52が本体風路部33の上流端の開口となっている。したがって、
この本体吸込口52は、本体風路部33を介して連通開口部45と連通し、この連通開口部45を
介して集塵装置27の上流側と連通可能となっている。
【００２０】
　電動送風機39は、設定ボタン22の操作に応じて、制御回路部により動作が制御されるも
のである。この電動送風機39は、吸込側を上側として配置され、排気側である下側が本体
ケース26の底部55に支持されている。
【００２１】
　また、制御回路部は、設定ボタン22と電気的に接続されており、この設定ボタン22の操
作により設定された動作モード(例えば強モード、中モード、弱モード、自動モード、停
止モードなど)に電動送風機39の動作を設定するように構成されている。
【００２２】
　また、フィルタ室37は、上部、すなわち上流側が、通気開口61により連通風路部38を介
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して吸気開口部46と連通しているとともに、下部、すなわち下流側が、連通開口62により
電動送風機室35と連通して電動送風機39と気密に接続されている。
【００２３】
　また、フィルタ部42は、集塵装置27を通過した塵埃を捕集するものであり、(第１およ
び第２の)フィルタ68，69を備え、フィルタ室37に本体ケース26の外部から着脱可能とな
っている。
【００２４】
　一方、集塵装置27は、下側に位置する第１本体部としてのケース部85と、このケース部
85の上側に位置する第２本体部としての分離体86とを着脱可能に備えている。この分離体
86は、ケース部85の内部に挿入されて第１遠心分離部90を構成する構造体である内筒91と
、通気風路部92と、例えば複数の第２遠心分離部93と、風路部94とを有するユニット状と
なっている。そして、この集塵装置27は、本体ケース26に対して装着した状態で後側が凹
部44に嵌合し、上側が後方へと傾斜した状態で(ハンドル34に対して平行な状態で)固定さ
れる。
【００２５】
　第１遠心分離部90は、電動送風機39の駆動により内部に吸い込んだ含塵空気中の一部で
ある相対的に大きい塵埃、すなわち粗塵を主として遠心分離して溜めるものである。
【００２６】
　ケース部85は、例えば透光性を有する(透明な)合成樹脂などの部材により形成され、第
１遠心分離部90の外郭をなしている。したがって、第１遠心分離部90は、外部から内部を
目視可能となっている。また、このケース部85の上部には、第２遠心分離部93の下部に対
向する空間部96が区画されている。さらに、このケース部85の後部には、含塵空気を吸い
込むための導入口97が一側、例えば右側に偏った位置に開口されている。そして、このケ
ース部85の外部には、集塵装置27(ケース部85)を把持するための集塵装置取手部98が突設
されている。また、このケース部85の後部の両側には、本体ケース26に対して集塵装置27
を装着する際の位置決めとなる位置決め凸部99，99が突設されている。
【００２７】
　空間部96は、円筒状に設けられ、ケース部85の上端部の全周縁部に連続して上方へと拡
開している。すなわち、この空間部96は、ケース部85の上端部に周辺側から中央側へと下
方に向けて傾斜して一体形成された傾斜面部101により区画されている。したがって、こ
の空間部96は、第１遠心分離部90(ケース部85)と連通している。
【００２８】
　また、導入口97は、後方へと略水平状に延びており、集塵装置27を本体ケース26に装着
した状態で連通開口部45と気密に接続される。したがって、この導入口97は、連通開口部
45および本体風路部33を介して本体吸込口52と気密に接続される。
【００２９】
　また、集塵装置取手部98は、ケース部85の後部で、かつ、導入口97の側方、換言すれば
導入口97の近傍に突設されている。この集塵装置取手部98は、例えば上下方向、すなわち
ケース部85(第１遠心分離部90)の軸方向に対して平行に設けられている。
【００３０】
　また、位置決め凸部99，99は、導入口97の上側の両側に位置しており、本体ケース26に
対して集塵装置27を装着する際に、本体ケース26の本体部31の凹部44に上下方向に沿って
長手状に形成された位置決め受部104，104の下端部に対して挿入されるようになっている
。
【００３１】
　また、内筒91は、ケース部85の中央部に配置され、第１遠心分離部90の旋回中心となっ
て、外周とケース部85の内周面85aとの間(周囲)に、含塵空気を旋回させる旋回風路106を
形成するとともに、内部を通して第１遠心分離部90と各第２遠心分離部93側(通気風路部9
2)とを接続するものである。そして、この内筒91は、例えば少なくともカーボンを含む合
成樹脂などの材料により略有底円筒状に形成されて導電性を有しており、略円筒状の構造
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体本体である排気筒部108と、この排気筒部108の下端側に同軸状に設けられた圧縮部であ
るシェード部109とを備えている。すなわち、この内筒91の少なくとも排気筒部108および
シェード部109は、例えば少なくともカーボンを含む合成樹脂などの材料により形成され
ている。また、この内筒91は、上端部が分離体86に対して一体的に固定されており、分離
体86とともに、ケース部85に対して着脱可能となっている。
【００３２】
　排気筒部108は、旋回風路106を旋回する含塵空気が内部へと通過する開口111を周方向
に複数備えており、これら開口111全体が分離フィルタ112によって覆われている。また、
この排気筒部108の下端部は、周辺側、すなわち外縁側から中央(中心)側に向けて徐々に
下流側である上方に向けて突出するように傾斜した傾斜面である底面部113により閉塞さ
れている。この底面部113は、例えば球面の一部を切り取った球面状、あるいは放物面状
などであり、中央部が尖ることなく湾曲している。
【００３３】
　また、シェード部109は、第１遠心分離部90において分離した粗塵を、電動送風機39の
駆動により生じる負圧を利用して圧縮するものであり、排気筒部108の下端部の周縁から
径方向へと鍔状に突出する円形状の天板部115と、この天板部115の外周縁から排気筒部10
8と反対方向である下方に向けて突出する折り返し部としての周板部116とを一体的に有し
、下方に向けて開口している。したがって、このシェード部109は、排気筒部108よりも径
寸法が大きく、この排気筒部108に対して径方向に突出している。さらに、天板部115には
、複数の圧縮用開口117が周方向に略等間隔に離間されて開口されており、これら圧縮用
開口117は、圧縮フィルタ118によって覆われている。また、このシェード部109は、中央
部が排気筒部108の底面部113の背面となっている。そのため、このシェード部109の中央
部は、下流側である上方に向けて突出している。そして、このシェード部109は、ケース
部85の底部に対して上方に離間されており、旋回風路106を旋回する含塵空気の一部が下
側から圧縮用開口117へと循環するように通過することで圧縮フィルタ118に粗塵を押し付
け、粗塵を圧縮した状態で溜めるように構成されている。
【００３４】
　また、分離体86は、第１風路体121、第２風路体122、導入風路体123、分離風路体124、
上蓋部125、内筒91、および、この内筒91を保持する保持体126を一体的に備えた円筒状に
形成されており、ケース部85(第１遠心分離部90)の径寸法よりも大きい径寸法を有してい
る。
【００３５】
　第１風路体121は、例えば少なくともカーボンを含む合成樹脂などの材料により形成さ
れて導電性を有し、下側である上流側から上側である下流側へと縮径する略円筒状の導風
部131と、この導風部131の中央部に位置する略円筒状の筒部132と、この筒部132に連通し
後方に向けて径方向に延びるダクト部133とを備えている。
【００３６】
　また、第２風路体122は、例えば少なくともカーボンを含む合成樹脂などの材料により
形成されて導電性を有し、下側から上側へと拡開する円筒状に形成されており、中央部が
筒部132と気密に接続され、外縁部が上蓋部125の内縁部と当接している。
【００３７】
　また、導入風路体123は、第１風路体121と第２風路体122との間に位置するもので、例
えば少なくともカーボンを含む合成樹脂などの材料により形成されて導電性を有し、下側
から上側へと拡開し下端部が導風部131の上端部に気密に接続される円筒状の連結筒部135
と、この連結筒部135の外縁部に螺旋蓋状に設けられ各第２遠心分離部93の上端部をなす
旋回部136と、これら旋回部136のそれぞれの中央部に円筒状に一体に設けられた排気部13
7とを備えている。そして、排気部137の上端部が、第２風路体122の外縁近傍に開口され
た円形状の接続孔138に気密に挿入接続されている。
【００３８】
　また、分離風路体124は、例えば少なくともカーボンを含む合成樹脂などの材料により
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形成されて導電性を有し、連結筒部135の外方に位置し各第２遠心分離部93の下端部をな
す第２遠心分離部本体としてのコーン部である複数の旋回筒部141と、これら旋回筒部141
の周囲を覆うカバー部142とを備えている。
【００３９】
　そして、旋回筒部141は、第１遠心分離部90のケース部85よりも小径に形成されており
、さらに上端部から下端部へと徐々に縮径されている。また、これら旋回筒部141の上端
部には、導入風路体123の旋回部136がそれぞれ嵌合しているとともに、これら旋回筒部14
1の下端部は、それぞれ空間部96と連通している。
【００４０】
　また、カバー部142は、分離体86の外周面をなすものである。さらに、このカバー部142
には、ダクト部133と連通して風路部94の下流端をなす例えば四角形状の排気開口144が左
右方向の中央部の後部に開口されているとともに、この排気開口144の両側に、突起部145
，145が突設されている。したがって、これら突起部145，145は、例えば少なくともカー
ボンを含む合成樹脂などの材料により形成されて導電性を有している。そして、このカバ
ー部142は、排気開口144および突起部145，145を除く全周が凹凸を有しない円筒面状とな
っている。
【００４１】
　排気開口144は、後側の第２遠心分離部93，93間に位置している。この排気開口144は、
集塵装置27を本体ケース26に装着した状態で吸気開口部46と気密に接続される。したがっ
て、この排気開口144は、吸気開口部46を介して電動送風機39の吸込側と気密に接続され
る。また、排気開口144は、導入口97と同側である集塵装置27の後側に位置しており、集
塵装置27を本体ケース26に装着した状態で本体ケース26の本体部31の凹部44に対向する。
【００４２】
　また、突起部145，145は、後方に向けて突出しており、カバー部142の外周に上下方向
に沿ってリブ状に形成されている。さらに、これら突起部145，145は、上下両端から上下
方向の中央部へと徐々に後方に突出する円弧状に形成されている。そして、これら突起部
145，145は、集塵装置27を本体ケース26に装着した状態で、本体部31の凹部44の位置決め
受部104，104の上側にそれぞれ嵌合することで、集塵装置27を本体ケース26に対して位置
決めする位置決め手段となるとともに、外部に露出しないようになっている。また、これ
ら突起部145，145は、それ自体を摘んだり、突起部145，145を両側外方から挟むように摘
んだりすることにより、集塵装置27を把持するための把持手段となる。
【００４３】
　また、上蓋部125は、例えば少なくともカーボンを含む合成樹脂などの材料により形成
されて導電性を有し、導入風路体123の上側を覆って分離風路体124の上端部に連結されて
いる。さらに、この上蓋部125は、上側の中央部に、例えば第２風路体122の湾曲形状に沿
って下方へと窪んだ平面視で円形状の上側凹部147が形成されており、この上側凹部147か
ら左右方向の中央部の後部に亘って、係止装置としての集塵装置用クランプ148が取り付
けられている。
【００４４】
　集塵装置用クランプ148は、上側凹部147に嵌合する操作用の操作ハンドル部151と、こ
の操作ハンドル部151の操作によって動作する係止部としての係止爪部152とを備えている
。
【００４５】
　操作ハンドル部151は、両側部から後部に亘って上側凹部147の内縁に沿う外縁を有して
おり、前端部が左右方向に沿って直線状となっており、平面視で円の一部を切り取った形
状となっている。また、この操作ハンドル部151は、後端部が上蓋部125に対して回動可能
に軸支されている。したがって、この操作ハンドル部151の前部は、上側凹部147の内縁に
対して後方に離間されており、使用者が手指を上側凹部147に挿入して操作ハンドル部151
の前側を上方へと持ち上げ操作することが可能となっている。
【００４６】
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　また、係止爪部152は、集塵装置27を本体ケース26に装着する際に、この本体ケース26
の本体部31の凹部44の吸気開口部46の上方に開口された係止受部としての係止開口153に
挿入係合されることで集塵装置27を本体ケース26に係止するものである。そして、この係
止爪部152は、例えば少なくともカーボンを含む合成樹脂などの材料により形成されて導
電性を有しており、上端部が上蓋部125に回動可能に軸支され、カバー部142と接触してい
る。また、この係止爪部152は、先端側が上蓋部125の後部から後方へと突出している。さ
らに、この係止爪部152は、係止部付勢手段としてのコイルばね154により、後方へと進出
する方向に向けて付勢されている。そして、この係止爪部152の上部には、操作ハンドル
部151の後端部が接触しており、操作ハンドル部151が上側凹部147から上方へと回動する
ことによって係止爪部152の上側が下方へと押し込まれ、この係止爪部152がコイルばね15
4の付勢に抗して前方へと退避するように構成されている。
【００４７】
　なお、係止開口153の内部には、係止爪部152が挿入係合されることでこの係止爪部152
と電気的に接続される端子部156が配置されている。この端子部156は、例えば制御回路部
などのアース(アース電位)と電気的に接続されるアース経路157の一部を構成している。
【００４８】
　また、保持体126は、例えば少なくともカーボンを含む合成樹脂などの材料により形成
されて導電性を有しており、内筒91の排気筒部108の上端側が中央部に挿入される円環状
に形成されているとともに、外周縁部から下方に向けて壁部161が突出している。そして
、この保持体126は、分離体86の下端部、すなわち第１風路体121の下部に着脱可能に取り
付けられている。
【００４９】
　壁部161は、分離体86から下方へと突出しており、先端側に可撓性および弾性を有する
エラストマ、あるいはゴムなどの閉塞部材であるパッキン163が取り付けられている。ま
た、この壁部161は、保持体126の周方向に連続しており、保持体126を分離体86に取り付
けた状態で各第２遠心分離部93の下方に対向している。さらに、この壁部161は、外側へ
と下方に向けて傾斜している。そして、この壁部161は、分離体86をケース部85の上方に
取り付けた状態で、ケース部85の傾斜面部101に対してパッキン163が圧接されることによ
り、空間部96の内部にてケース部85と壁部161との間に、第２遠心分離部93で分離された
塵埃、すなわち細塵を溜める塵埃溜め部165が区画される。すなわち、この塵埃溜め部165
は、第１遠心分離部90の上側の周囲に位置し、集塵装置27内を通過する空気の流路の外方
に位置している。換言すれば、この塵埃溜め部165には、電動送風機39の駆動により生じ
る負圧が実質的に作用せず、空気が流れない。そして、この壁部161は、その傾斜により
、各第２遠心分離部93で分離された細塵を各第２遠心分離部93の下方(直下)、換言すれば
、これら第２遠心分離部93の中心軸位置に対して、側方へとずれた位置に逃がして塵埃溜
め部165へと導くようになっている。
【００５０】
　そして、通気風路部92は、第１遠心分離部90と各第２遠心分離部93とを気密に接続する
ものである。この通気風路部92は、第１風路体121の筒部132とダクト部133との間、およ
び、第２風路体122と導入風路体123の連結筒部135および旋回部136との間に亘って気密に
区画され、旋回部136を介して各第２遠心分離部93(旋回筒部141の内部)と連通している。
したがって、この通気風路部92は、上流側(第１遠心分離部90の下流側)から下流側(第２
遠心分離部93の上流側)へと、含塵空気の流量を絞りつつ整流するように構成されている
。
【００５１】
　また、各第２遠心分離部93は、含塵空気の旋回半径を第１遠心分離部90での旋回半径よ
りも小さく、かつ、旋回速度を第１遠心分離部90での旋回速度よりも大きくすることによ
って、第１遠心分離部90を通過した含塵空気中のこの第１遠心分離部90で遠心分離する塵
埃よりも(相対的に)小さい塵埃、すなわち細塵を遠心分離して空間部96へと落下させるも
のである。換言すれば、各第２遠心分離部93は、含塵空気中の第１遠心分離部90で分離で
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きなかった塵埃を遠心分離するものである。そして、これら第２遠心分離部93は、第１遠
心分離部90の上方で、導入風路体123の旋回部136および排気部137と分離風路体124の旋回
筒部141との間に区画されており、旋回部136から通気風路部92を通過した含塵空気を旋回
筒部141の内周面の接線方向に沿って螺旋状に内部に導入して旋回筒部141内で旋回させ、
遠心分離した細塵を下端部から壁部161を経由して塵埃溜め部165へと落下させるとともに
、細塵を分離した、実質的に塵埃を含まない空気を排気部137から風路部94へと排気する
ように構成されている。また、これら第２遠心分離部93は、集塵装置27(第１遠心分離部9
0)の中心軸の周囲の後部(風路部94)を除く位置に、互いに略等間隔に離間されて円弧状(
同一円周上)に配置されている。なお、これら第２遠心分離部93は、これら第２遠心分離
部93を構成する導入風路体123および分離風路体124を形成する材料、すなわち少なくとも
カーボンを含む合成樹脂などの材料により形成されている。このため、これら第２遠心分
離部93は、上蓋部125を介して、係止爪部152と電気的に接続されてこの係止爪部152と同
電位に設定されている。また、これら第２遠心分離部93は、第１風路体121を介して、保
持体126(壁部161)および内筒91と電気的に接続されてこれら保持体126(壁部161)および内
筒91と同電位に設定されている。
【００５２】
　また、風路部94は、各排気部137から上蓋部125と第２風路体122との間、第１風路体121
の筒部132およびダクト部133により気密に区画されている。すなわち、この風路部94は、
全ての第２遠心分離部93の下流側と連通し、各第２遠心分離部93の上方から、これら第２
遠心分離部93の側方、本実施形態では、円弧状(略円形状)に配列された第２遠心分離部93
の中心へと空気の流量を徐々に絞るように連続するとともに、後方へと屈曲している。
【００５３】
　次に、上記一実施形態による掃除動作を説明する。
【００５４】
　掃除を開始する際には、まず、ケース部85に対して分離体86を取り付けて一体的に組み
立てる。このとき、分離体86から突出する壁部161の先端側である下端側がケース部85の
傾斜面部101にパッキン163を介して密着することで、ケース部85の空間部96と壁部161と
の間に塵埃溜め部165が区画される。そして、この組み立てた集塵装置27を本体ケース26
に装着する。すなわち、集塵装置27を、位置決め凸部99，99および突起部145，145を本体
ケース26側の位置決め受部104，104に位置合わせしつつ挿入して本体ケース26の突出受部
32に載置して支持し、かつ、集塵装置用クランプ148の係止爪部152を本体ケース26の係止
開口153に挿入係止することにより本体ケース26に対して集塵装置27を係止することで、
集塵装置27の導入口97および排気開口144が本体ケース26の連通開口部45および吸気開口
部46とそれぞれ気密に接続される。したがって、集塵装置27が電動送風機39の吸込側と本
体吸込口52との間に気密に接続された状態で本体ケース26に装着される。
【００５５】
　このとき、係止爪部152が係止開口153内の端子部156と接触(圧接)することにより、こ
の端子部156およびアース経路157を介して、係止爪部152が制御回路部などのアース(アー
ス電位)と電気的に接続される。したがって、係止爪部152と同電位に設定された分離体86
の各部(第２遠心分離部93(旋回筒部141)および突起部145，145など)、壁部161、および、
内筒91の各部(排気筒部108およびシェード部109など)もそれぞれ制御回路部などのアース
(アース電位)と同電位となる。
【００５６】
　なお、集塵装置27が本体ケース26に既に装着された状態である場合には、これらの操作
は不要である。
【００５７】
　この状態で、掃除機本体13(本体ケース26)の本体吸込口52に管部12を接続する。具体的
に、管部12は、接続管部15を本体吸込口52に挿入接続するとともに、必要に応じて、手元
操作部17の先端側に延長管18および床ブラシ19を順次接続する。この状態で、手元操作部
17の設定ボタン22が掃除機本体13(本体ケース26)内の制御回路部などと電気的に接続され
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る。なお、管部12が掃除機本体13に既に接続された状態である場合には、これらの操作は
不要である。
【００５８】
　そして、使用者は、コード導出口から電源コードを引き出して壁面などのコンセントに
接続した後、把持部21を把持し、所望の設定ボタン22を操作することにより、電動送風機
39の動作モードを設定する。制御回路部は、この設定された動作モードに対応して電動送
風機39の入力を制御し、電動送風機39を設定された動作モードで起動する。
【００５９】
　この電動送風機39の起動により生じた負圧は、フィルタ室37(フィルタ部42)、連通風路
部38、吸気開口部46、排気開口144、風路部94、第２遠心分離部93、通気風路部92、第１
遠心分離部90、導入口97、連通開口部45、本体風路部33および本体吸込口52を介して、管
部12へと作用する。
【００６０】
　そして、使用者は、この負圧の作用により、床ブラシ19、延長管18、あるいは手元操作
部17の先端側から空気とともに塵埃を吸い込む。
【００６１】
　この塵埃を含む空気、すなわち含塵空気は、管部12から本体吸込口52、本体風路部33お
よび連通開口部45を経由して導入口97へと導かれ、この導入口97から集塵装置27内、すな
わち第１遠心分離部90内へと吸い込まれる。
【００６２】
　この第１遠心分離部90では、含塵空気は旋回風路106を旋回することで、この含塵空気
中の特に粗塵が遠心分離され、ケース部85の内周面85aに沿って落下して底部上に溜めら
れる。なお、この粗塵は、旋回風路106から内筒91のシェード部109へと、含塵空気の流れ
の一部によって運ばれ、シェード部109の圧縮用開口117を含塵空気が通過することにより
圧縮フィルタ118によってシェード部109内で圧縮される。
【００６３】
　粗塵が分離された含塵空気は、内筒91の排気筒部108の開口111を通過する際に分離フィ
ルタ112により濾過される。さらに、この分離フィルタ112を通過した含塵空気は、底面部
113に沿って下流側である上側へと整流されつつ通気風路部92へと運ばれる。そして、こ
の含塵空気は、この通気風路部92において、徐々に流量が絞られて整流され、各旋回部13
6により各第２遠心分離部93内(旋回筒部141内)へとそれぞれ分岐されて流入する。
【００６４】
　これら第２遠心分離部93(旋回筒部141)において、含塵空気は、内周面(旋回筒部141の
内周面)に沿って旋回され、この含塵空気中の細塵が遠心分離され、第２遠心分離部93(旋
回筒部141の内周面)に沿って落下し、壁部161によって塵埃溜め部165へと導かれて溜めら
れる。
【００６５】
　そして、細塵が遠心分離された実質的に塵埃を含まない空気は、各第２遠心分離部93の
中央部の排気部137から風路部94へと排気されて合流し、この風路部94によって流量が絞
られつつ後方へと導かれて、排気開口144から集塵装置27の外部へと排気される。
【００６６】
　この後、この空気は、吸気開口部46から連通風路部38およびフィルタ部42のフィルタ68
，69を順次通過した後、電動送風機39へと吸い込まれ、この電動送風機39の内部を冷却し
つつ通過して排気風となり、電動送風機39から排気孔48を介して本体ケース26の外部へと
排気される。
【００６７】
　掃除が終了すると、使用者が所定の設定ボタン22を操作することで、制御回路部が電動
送風機39の入力を低下させて電動送風機39を停止させる。
【００６８】
　集塵装置27内に一定量の塵埃が溜まった場合には、使用者が集塵装置用クランプ148の
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操作ハンドル部151を持ち上げることで、係止爪部152を係止開口153から退避させ、集塵
装置27を本体ケース26から取り外す。
【００６９】
　そして、分離体86をケース部85から取り外すと、分離体86と一体的に内筒91がケース部
85から引き抜かれるとともに、壁部161(パッキン163)の傾斜面部101への密着が解除され
、塵埃溜め部165に溜められた細塵が、傾斜面部101の傾斜に沿ってケース部85の内部へと
落下し、このケース部85内に溜められた粗塵の上側に降りかかってこの粗塵と混ざる。
【００７０】
　この状態で、使用者は、集塵装置取手部98を把持してケース部85をごみ箱などの廃棄位
置へと集塵装置27を運んだ後、上側を下方へと傾けるようにひっくり返すことで、ケース
部85に圧縮された状態で溜まった粗塵およびこの粗塵と混ざった細塵が一緒に廃棄される
。
【００７１】
　また、集塵装置27、あるいは第１遠心分離部90(ケース部85)から取り外した分離体86を
床面などに横たえて載置したときでも、突起部145，145が引っ掛かりとなって、転がりが
防止される。
【００７２】
　以上説明した一実施形態によれば、第１遠心分離部90に連通してこの第１遠心分離部90
の上方に円形状に配置した複数の第２遠心分離部93の周囲を円筒状のカバー部142により
覆うことで、分離体86の外部に各第２遠心分離部93が露出することがない。したがって、
集塵装置27(分離体86)の意匠が、これら第２遠心分離部93の形状の制約を受けることがな
く、意匠性の幅が広がる。
【００７３】
　また、円筒状に形成したカバー部142の周囲に転がり防止用の突起部145，145を突設す
ることで、集塵装置27(分離体86)がカバー部142の外周面の形状によって、載置した面上
で転がることを確実に防止できる。
【００７４】
　しかも、第２遠心分離部93は、細塵を遠心分離するため、含塵空気の流速が第１遠心分
離部90よりも速く、風切り音などの騒音が発生しやすいので、これら第２遠心分離部93が
カバー部142により覆われていることで、第２遠心分離部93から発生する風切り音などの
騒音が外部に漏れることを抑制でき、より静音化できる。
【００７５】
　また、突起部145，145を、集塵装置27を本体ケース26に対して装着する際の位置決め手
段、および、集塵装置27を把持するための把持手段とすることで、部品を共通化でき、別
途位置決め手段や把持手段を設ける場合と比較して構成を簡略化できる。
【００７６】
　さらに、突起部145，145は、排気開口144の両側に位置しているため、集塵装置27を本
体ケース26に装着したときの排気開口144の位置を両側で規制でき、排気開口144と吸気開
口部46との左右方向の位置ずれを抑制でき、排気開口144と吸気開口部46との接続のシー
ル性をより向上できる。
【００７７】
　また、突起部145，145が集塵装置27を本体ケース26に装着した状態で外部に露出しない
ため、突起部145，145によって集塵装置27の意匠性を損なうことがない。
【００７８】
　そして、突起部145，145を、少なくともカーボンを含む材料により形成することで、集
塵装置27に含塵空気(塵埃)との摩擦によって発生する静電気を効果的に逃がすことができ
、この静電気によって塵埃(特に細塵)が集塵装置27の各部に貼り付くことを抑制できる。
したがって、塵埃を廃棄する際に、塵埃(特に細塵)が集塵装置27の各部に貼り付いたまま
残ることを抑制でき、塵埃をより廃棄しやすくなる。
【００７９】
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　しかも、集塵装置27を本体ケース26に対して係止する係止爪部152を、少なくともカー
ボンを含む材料により形成してカバー部142と接触させるとともに、本体ケース26に、係
止爪部152を受ける係止開口153と、この係止開口153にて受けた係止爪部152と電気的に接
続されるアース経路157とを設けることで、集塵装置27を本体ケース26に装着したときに
、係止開口153に挿入された係止爪部152が端子部156を介してアース経路157と電気的に接
続される。したがって、カバー部142に突設された突起部145，145を、係止爪部152および
アース経路157を介して確実にアース電位に設定でき、静電気をより確実に逃がすことが
できる。
【００８０】
　なお、上記一実施形態において、電気掃除機11は、コードリール装置によって外部電源
から給電するものに限定されず、例えば二次電池などの電池を電源として内蔵した、いわ
ゆるコードレスタイプでもよい。
【００８１】
　さらに、電気掃除機11としては、キャニスタ型に限らず、例えば上下方向に長手状の本
体ケース26の下端部に床ブラシ19を接続した、いわゆるアップライト型のものでも対応し
て用いることができる。
【００８２】
　本発明の一実施形態を説明したが、この実施形態は、例として提示したものであり、発
明の範囲を限定することは意図していない。この新規な実施形態は、その他の様々な形態
で実施されることが可能であり、発明の要旨を逸脱しない範囲で、種々の省略、置き換え
、変更を行うことができる。この実施形態やその変形は、発明の範囲や要旨に含まれると
ともに、特許請求の範囲に記載された発明とその均等の範囲に含まれる。
【符号の説明】
【００８３】
　11　　電気掃除機
　26　　本体ケース
　27　　集塵装置
　39　　電動送風機
　86　　分離体
　90　　第１遠心分離部
　93　　第２遠心分離部
　142 　カバー部
　145 　位置決め手段および把持手段である突起部
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